
新青丸研究航海報告 

東京大学大気海洋研究所 

 

* 航海番号        KS-15-5次研究航海 

 

* 観測海域   南西諸島周辺海域 

 

* 航海期間   平成27年6月13日（土）～平成27年6月23日（火） 

 

* 出港日時・場所  ６月１３日 １４時鹿児島港 

     

* 入港日時・場所     ６月２３日 １０時鹿児島港 

 

* 寄港期間・場所     無 

 

* 航海の研究題目 （和文） 乱流計 ADCP 搭載グライダを用いたトカラ海峡から伝播す

る内部潮汐波動による乱流強化過程の観測 

 

（ 英 文 ）  Observation of internal tide-induced turbulence 

enhancement with a glider with microstructure profiler and ADCP 

 

* 主席研究員（氏名・所属・職名・e-mail アドレス◎は@） 

  安田一郎 東大大気海洋研・教授 ichiro◎aori.u-tokyo.ac.jp 

* 研究内容，主調査者（e-mail アドレス），観測項目 

１．水中グライダによる乱流・流速・水質微細構造観測による潮流から乱流への移行過程に

関する研究 

田中雄大  東大大気海洋研・特任研究員 tanaka-t◎aori.u-tokyo.ac.jp 

２．ＣＴＤ搭載型微細水温・流速の海底までの観測による潮流エネルギーフラックスの減衰

と乱流散逸の関係に関する研究 

後藤恭敬 東大大気海洋研・大学院生 goto-yasutaka◎aori.u-tokyo.ac.jp 

藤尾伸三 東大大気海洋研・准教授 fujio◎aori.u-tokyo.ac.jp 

３．超音波流速計係留観測による潮汐流・海流構造と乱流の対応 

柳本大吾  東大大気海洋研・助教 daigo◎aori.u-tokyo.ac.jp 

４．栄養塩乱流フラックスと植物プランクトン分布の関係 

伊藤進一 東大大気海洋研・教授 ichiro◎aori.u-tokyo.ac.jp 

長谷川大介 水産総合研究センター・研究員 daisukeh◎affrc.go.jp 

５．動物プランクトンの群集構造と生産に関する研究 

斉藤宏明 東大大気海洋研・准教授 hsaito◎aori.u-tokyo.ac.jp 



小針 統 鹿児島大・准教授 kobari◎fish.kagoshima-u.ac.jp 

 

* 乗船研究者氏名・所属・職名 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 所 属 役職名 

安田 一郎 東京大学大気海洋研究所 教授 

伊藤 進一 東京大学大気海洋研究所 教授 

藤尾 伸三 東京大学大気海洋研究所 准教授 

斉藤 宏明   東京大学大気海洋研究所 准教授 

柳本 大吾  東京大学大気海洋研究所 助教 

斉藤 類    東京大学大気海洋研究所 学振研究員 

田中 雄大   東京大学大気海洋研究所 特任研究員 

後藤 恭敬  東京大学大気海洋研究所 大学院生 

辻 英将   東京大学大気海洋研究所 大学院生 

山本 龍   東京大学大気海洋研究所 大学院生 

小針 統    鹿児島大学水産学部 准教授 

牛島 悠輔  京都大学大学院理学研究科 大学院生 

長谷川 大介 水産総合研究センター 研究員 

野口 智英 マリン・ワーク・ジャパン 観測技術員 



* 航跡・測点図 

 

 

 


